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減数分裂期以降の追肥がキタカミコムギの製粉品質に及ぼす影響
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1 は じ め に

前報
2)で は,減数分裂期の生育量が14,lX10～ 24,lXlllと 比

較的小さい範囲においては,減数分裂期以降の追肥による

キタカミコムギの粗蛋白含量の増加程度が,減数分裂期の

生育量及び葉色双方に影響されることを報告 した。

本報では,減数分裂期の生育量が19,000～ 37,000で 得 ら

れた,こ れら追肥の粗蛋自含量の増加効果に対する葉色の

新たな影響と,前報よりさらに多追肥量での粉色への影響

について述べる。

2試 験 方 法

(0 供試品種 :キ タカミコムギ

2)試験区の構成 :表 1の L27直交表による要因配置試

験。さらに,融雪時に無追肥の処理系列 9区を追加.

0)は種期・ は種量・は種様式 :10月 1日・1017g/a・

30m畦幅 ドリルは種。

“

)基肥 :NPK成分各々1 0kg/a施用。

(5)製粉 :ブ ラベンダーテストミル使用。

6)粗蛋白含量 :セ ミミクロケルダール法による。

9)粉色 :R455と R554の反射率を常法により測定。

表 1 試験区の構成 (N成分kg/a)

3 試験結果及び考察

(0 粗蛋自含量にういて

粗蛋自含量については,融雪時追肥と減数分裂期追肥の

交互作用が有意となったが,こ れは融雪時追肥による子実

重の増加により,減数分裂期追肥による粗蛋自増加程度が

低下するためと思われる。また,前報ではこの交互作用が

有意とならなかったが,融雪時追肥と穂揃期追肥の粗蛋自

含量増加への交互作用が本報と同様な関係にあり,有意と

なった。

図 1は ,融雪時追肥による減数分裂期の生育量の拡大と
,

以降の追肥による粗蛋自含量の増加の関係を示したもので

ある。なお,本図の1991年 は種分のサンブルは,前報
2)の

同年は種分と同一のサンブルである。
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図 1 各種追肥による粗蛋白含量増加と

減分期生育量の関係

減数分裂期追肥のみ処理 (凡例 ;Ⅱ ,2, 3)あ るいは

減数分裂期追肥と穂揃期追肥 (凡例 ;Ⅳ, 4, 5,Q6)
の併用処理では,生育量の増加に伴い,そ の粗蛋自含量の

増加程度が低 下する傾向にある。

穂揃期追肥単用処理については,1991年は種分は,減数

分裂期追肥生育量の増加に伴う粗蛋白含量の増加程度の低

下傾向が認められる (凡例①)。 しかしながら,1992年は

種の本報の穂揃期追肥単用処理では (凡例②,③),こ の

低下傾向は認められない。これら本報の穂揃期追肥単用処
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理の粗蛋白増加程度は,減数分裂期生育量に影響されず
,

同期葉色が濃いほど粗蛋自含量増加程度が高まる傾向が認

められる (図 2)。 この要因としては次の2点力考 えられる。

本報のように越冬茎数が多く,比較的生育量の多い場合

は,融雪時追肥増量による子実重の増大が漸減 し,葉色の

影響が強く現れてくると考えられる。また,1991年は種分

では,越冬茎数が少なく生育量が少ないため,融雪時追肥

増量による子実重の増加程度が漸減せず,こ のような粗蛋

自含量の増加程度の低下が生じたと考えられる。

また,福島農試ではアプクマワセを用いて,出穂期の葉

色のみを指標として,出穂期追肥によって粗蛋自含量を予

測・制御しようとした報告りがぁる。このように減数分裂

期追肥と比較 して増収効果が比較的小さい出穂期追肥や穂

揃期追肥の粗蛋自含量の増加効果は,生育量によらず葉色

のみに影響される場合があり,そのような例がキタカミコ

ムギでも生じると考えられる。

減数分裂期追肥の単用や穂揃期追肥との併用の粗蛋白含

量増加程度が,本報及び前報ともに減数分裂期生育量の増

大に伴い低下する理由としては次のことが考えられる。減

数分裂期生育量が33,000程度までは,前報及び本報ともに

子実重増加が,減数分裂期生育量の増加と平行的だったた

めと考えられる。

以上総合すると,融雪時追肥や減数分裂期追肥により子

実重が増加する場合は,減数分裂期追肥や穂揃期追肥によ

る粗蛋白含量の増加程度は小さくなる。 しかしながら,穂

揃期追肥単用の粗蛋自含量の増加程度に対しては,融雪時

追肥増量による子実重増加が少なくなると,生育量よりも

葉色の影響が現れてくると考えられる。

12)追肥の粉色への影響について

無追肥と比べた減数分裂期と穂揃期追肥による自さの低

下は,前報より多施用であった本報の施肥水準においても、

前報同様に認められなかった。

明るさについては,減数分裂期追肥と穂揃期追肥による

有意な低下は認められなかったものの,N成分0 3kg/a

処理を含む併用処理で粗蛋自含量が 9%以 上を達成 した場

合には,12～21%の低下が生 じた。

黄色味については,追肥の影響が前報では低下が認めら

れなかったが,前報より多施用の本報では認められた。

本報の無施用の粗蛋自含量は,68～69%と前報の62～

76%と 同等以下であり,本報の黄色みの低下は,年次変

動ではなく施肥量の増加 (N成分02聴/a→o.3kg/a)

によるものと考えられる。

以上,こ れらの追肥がN02贈/a処理では,粉色に与

える影響は前報同様影響は認められないか小さいものだっ

たが,こ れ以上に施用量を増加すると,粉色に影響が生 じ

る可能性もあると考えられる。
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図2 穂揃期追肥による粗蛋自含量増加と

減数分裂期の葉色との関係

表2 追肥法の違いによる減数分裂期生育状況・収量・

蛋自含量・粉色
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